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　[はじめに]極限環境下でも強い生命力を誇り、高等植物に先行して裸地に移入する地衣類はコケ植物やシダ

植物などと共にパイオニア植物と呼ばれている。パイオニア植物は地球生命史において古くから登場していた

ことが知られているが、地衣類はその生息環境、生体構造の特殊性から化石記録に乏しく、古環境における植

生の応答についても知られていない。近年、地衣類の分子化石(バイオマーカー)が古代堆積物から報告されて

いる(Watson et al., 2005など)。本研究では、大きな環境擾乱イベントを記録した層準を含む堆積岩試料か

ら、バイオマーカー分析を行い、地衣類バイオマーカーの探索とその変動を調査した。 

 

　[試料と方法] 本研究では、北海道苫前地域大曲沢川に分布する上部白亜系蝦夷層群佐久層の

Cenomanian-Turonian境界期の堆積岩に含まれる有機物から、地衣類バイオマーカーの探索と環境変動に対

する地衣類植生の応答を調べた。Cenomanian-Turonian境界では環境擾乱イベントである海洋無酸素事変

(OAE)2が発生したことが知られている。本調査地域ではOAE2層準は約700mに亘り、試料は数メートル間隔

で泥岩のみを採取した。OAE2の各区分はδ13Cwood値とオスミウム同位体比から決定し、バイオマーカー分

析はGC-MSを用いて分析を行った。 

 

　[結果と考察]大曲沢川試料において、ステラン、ホパンの分析結果から、陸からの堆積物の寄与が高く、ま

た未熟成な試料(ビトリナイト反射率で約0.4%；褐炭~亜瀝青炭)であることを確認した。これらの結果はAndo

et al.(2017)と同様である。本試料中からはジベンゾフラン化合物が検出された。自然界においてジベンゾフラ

ンは植物や菌類、地衣類が生成することが知られているが、地衣類二次代謝物の一種であるジベンゾフラン類

は地衣類特有の構造をもつものが多い。多くの地衣類二次代謝物ジベンゾフラン類に共通である特徴として

1位(および/または9位)にアルキル基がついているという点が挙げられる。これは高等植物起源のジベンゾフラ

ン類にはない特徴である。このことからメチルジベンゾフラン中の1-メチルジベンゾフランの割合を示し

た”1-メチルジベンゾフラン比”(1-MDBF ratio)を地衣類植生の指標として用いた。試料から検出されたメチ

ルジベンゾフラン、ジメチルジベンゾフランそれぞれにおいて1位にメチル基がついたアルキルジベンゾフラ

ンの比は同様の挙動を示したことから、堆積岩中においてもその特徴が残されていると考えられ

る。1-MDBF比は1st build up期では初めから終わりにかけて増加し、Trough期で低い値を、その後2nd build

up期からPlateau期にかけて増加していく傾向がみられた。またTrough期のOs同位体比が一時的に減少する直

前や巨大火成岩岩石区 (LIPs)の活動が活発になった直後に増加スパイクがみられた。この変動は一つないし複

数の環境変動によって左右されている可能性があると解釈している。
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